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手
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文

倉

第
四
節

孟
子
以
後
の
性
説

孔
子
没

し
て
よ
り
孟
子

に
至
る
迄

の
問

に
於
て
も
、
已

に
性
論
の
紛
糾
あ
り
し
事
は
前
述

せ
る
が
、
此
に
は
主
こ

し
て
孟
子
以
後
、
彼
の
性
善
論
が
後
學
者
に
依
り
て
如
何
に
解

さ
れ
し
か
を
概
論
し
、
其
の
攣
遷

の
大
要
を
述

べ
て

宋
儒

の
性
説

に
及
ば
ん
ビ
す
。

一
騰
性

に
就

て
は
孟
子
、
筍
子
等

の
論
箏
あ
り
し
よ
り
漢
代
ま
で
は
、
其

の
性

の
概

念

に
就

て
、
何
等
…愛
化
な
く
、
孔
孟

ご
同
様

な
る
見
解

の
本

に
樹
て
る
を
以
て
、
此
頃
迄

の
學
者

の
説
は
、
孟
筍
ご

墨

の
性
に
就
て
論
せ
る
も
の
故
、
此
を
性
善
論
の
直
東
的
憂
響

も
名
Σ

を
得

べ
き
が
、
後
漢
の
筍
悦
が

一
度
、

性
ご
情

ご
を
分
ち
て
よ
り
、
唐

の
李
翔
の
復
性
説
に
至
り
て
漸
く
宋
儒
の
特
長

を
表
は
し
來
り
、
周
茂
叔
の
無
欲
圭

義

に
至
り
て
、
此

に
純
然
た
る
程
朱

の
理
氣
説

の
先
騙
ε
な
り
、
全
く
孔
孟

の
性

ご
は
異
な
れ
る
概
念
の
許
に
性
論

を
な
す

に
至
れ
り
。
此
れ
墾
遷
の
大
要
な
る
が
、
今
少
し
く
詳
細

に
其
の
憂
遷
の
由
來
を
歴
史
的
に
研
究
せ
ん
に
、

孟
子
の
時
代
、
諸
子
百
家

の
性

に
關
す

る
議
論
も
紛
観
せ
る
中

に
、
猫

り
彼

の
性
善
論
ε
、
筍
子

の
性
悪
論
ご
は
薪

然
頭
角
を
見
は
し
、
儒
家
中

の
二
大
曉
星
ご
し
て
時
代

一
般
の
注
目
の
焦
黙

ご
な
れ
る
が
、
此
れ
よ
り
以
後
、
性
論



に
於
て
初
め
て
見

る
可
き
者
は
前
漢

の
董
仲
野
な
り
ご
す
○

↓
董
仲
野
は
其
著
「
春
秋
繁
露
」
に
於
て
、

彼
の
哲
學
思
想
を
説

い
て
曰
く
、
人
は
萬
物
の
難

に
し
て
、
實

に
小
宇
宙

くな
り
。
故

に
人
ビ
天
ご
、
大
宇
宙
ご
小
宇
宙
ご
戚
慮
し
て
、
人

の
善
悪

は
直
ち
に
天

の
報
ゆ
る
慮

ご
な
る
。
叉
性
に

就
て
は
、
性
は
生

の
質
な
り
。
情
は
人
の
欲
也
。
質
僕
之
を
性

ご
云
ふ
。
性
は
敢
化

に
非
ざ
れ
ば
な
ら
す
。
人
欲
之

を
情
ビ
云
ふ
。
情
は
度
制
に
非
ざ
れ
ば
節

せ
す
と
。
邸
ち
彼

の
性
は
孔
孟

の
性

ビ
同
じ
く
、
人
爲
な
き
生
れ
乍
ら
の

者
を
指
す
が
、
然
ら
ば
性
は
善
か
悪
か
ビ
云
ふ
に
、
性
を
以
て
禾

に
比
し
て
曰
く
。
禾
は
よ
く
米
を
出
す
も
、
禾
米

に
非
す
、
性
は
善
を
出
す
も
性
善

也
ご
は
云
ふ
可
ら
す
ご
。
帥
ち

一
見
性
善
を
否
定
せ
る
が
如
き
も
、
吾
人
の
性
中

に
は
善

を
な
す
素
質
あ
れ
ば
、
是
を
敢
養
し
て
登
育

せ
し
む
可
く
、
放
任
せ
ぱ
不
可
な
り
ご
の
意
に
て
、
要
之
、
性

善
説
な
り
Q

三
浦
梅
園

は
彼

の
學
説
を
評
し
て
曰
く
、

「
董
仲
野
。
以
=性
情
醜

=陰
陽
一。
以
一陰

陽
}郵

書

悪
嚇。
故
其
意
謂
。
性
者
陽
而
美
。
孟
子
之
所
説
也
。
情
者
陰
而

悪
。
筍
子
之
所
説
也
。
」
(贅
語
、
第
五
、
善
悪
峡
上
)

此
を
以

て
見
れ
ば
、
彼
は
明
に
性
情
を
分
ち
論
せ
し
が
如
き
も
、
倫
理
上
性
ご
情

ε
を
相
饗
麗
し
て
性
を
主
ご
し
情

を
排
せ
よ
ビ
明
説
せ

る
は
唐

の
李
翔
を
以

て
初

め
ご
す

べ
し
。

　二
楊
雄
は
、
人

の
性
は
善
悪
混
す
ご
な
す
。
彼
の
性
説
は
其
著
「
方
言
、
修
身
篇
」
に
出

で
た
り
。
曰
く
Q

(

「
人
之
性
也
善
悪
混
、
脩

真
善
噸則
爲
議
口人
一。
脩
二其
悪
輔則
爲
二悪
人
一。
氣
也
者
。
所
レ適
藍
目悪
一之
馬
.也
歎
。」

性
善
論
の
研
究
(
三
)

四
九
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五
〇

此
善
悪
混
溝
説
は
、
孟
子

の
性
善
論

ご
苛
子
の
性
悪
論
ビ
を
折
衷

し
調
和
せ
ん
ご
試
み
た
る
最
初
の
企
圖

に
し
て
、

人

の
性
を
以
て
善
叉
は
悪

の

一
方

に
限
ら
す
。
性
中
自

ら
善

な
る

要
素

ご
悪
な

る
要
素

ご
あ
う
。
故

に
其
善
悪
何

れ
か
め
要
素
を
存
養
す

る
の
如
何

に
依

っ
て
善
人
ε
も
悪
人

こ
も
な
る
な
り
ご
の
謂

な
り
。
此
善
悪
混
溝
説
は
後
學

者

に
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
、
唐

に
至
り
て
は
韓
退
之

の
三
品
説

ご
な
れ
る
淵
源
な
り
。
司
馬
温
公
は
濁
り
此
の
楊

雄

の
説
を
讃

せ
り
o

　三
束
漢

の
王
充
は
、

極
端
な
る
唯
物
論
的
思
想
に
て
有
名
な
る
者
な
る
が
孔
孟
を
攻
撃
し
、
天
溢

を
否
定
し
、
人

の

ぞく善
悪
行
爲
に
依
て
天
の
相
鷹
報
酬
あ
る

べ
し

ご
の
天
人
相
慮
説
を
否
定
し
て
萬
物
宿
命
に
て
固
定
せ
る
事
を
説
き
、

死
は
睡
眠
の
極
に
し
て
、
死
後

に
鬼
あ
る

べ
か
ら
す
と
の
奇
抜
な
る
唯
物
論
的
宿
命
説
を
取

れ
る
が
、
随

て
人
性
も

本
來
宿
命

に
依
て
各

々
善

あ
り
、
叉
は
悪
あ
り
、

ご
の
善
悪
固
定
説
な
り
。
三
浦
普
安
貞

は
此
を
簡
軍

に
詐
し
て
曰

く
、「

王
充
則
謂
。
性
定
有
レ善
有
レ悪
。
善
漸
レ於
レ悪
。
悪
漸
レ於
レ善
。
成
爲
二性
行
一。
(
中
略
)
故
性
之
善
可
隷
{爲
ブ悪
。
性

之
悪
。
可
一慶

爲
7善
。
蓋
分
二性
行
之
善
悪
一而
言
。
」
(贅
語
同
上
)

如
斯
き
は
孟
子

の
極
力
反
劃
せ
る
所
た
る
は
、
公
都
子
こ
の
問
答
に
依
て
明
な
り
。

四
筍
悦
は

「
申
堕
」
を
薯
は
し
、
中

に
性
論
を
塞
げ
た
り
。
日
ー
、
仁
義
は
性
、
好
悪
は
情
、
仁
義
は
常

に
善
な

る

くも
、
情
は
或
は
悪

の
因

ε
な
わ
、
,
叉
善

の
嗣

ご
も
な
る
。
然

ら
ば
牲
は
純

粋
に
善
な
る

か
ご
云
ふ
に
、
彼
は
極
め



て
暖
昧

に
し
て
何
等
明
言
す

る
慮
な
し
。
然
し
宋
儒
等

の
性

ご
情
ご
を
相
野
せ
し
め
し
考
は
已
に
萄
悦
の
思
想
中
に

胚
胎
せ
し
事

を
知
る

べ
き
な
り
。

濁
唐
の
韓
愈
は
「
性
有

三
品
」
の
説
を
な
し
て
有
名
な
る
學
者

な
る
が
、
彼

の
性
論
の
主
張
は
、
其
著
「
原
性
」
に
明
な

(り
。
曰
く
、

も

「
性
也
者
。
與
レ生
倶
生
也
。
性
之
品
有
昌上
中
下
三
一。
上
焉
者
善
焉
而
已
尖
。
中
焉
者
可
昌導
而
上
下
一也
。
下
焉
者

悪
焉
而
已
突
。
」

又
三
浦
梅
園

の
「
贅
語
」
に
も
、

「
韓
子
又
兼
　三
者
一日
。
性
也
者
。
輿
レ生
倶
生
也
。
情
也
者
。
接
於

物
輔而
生
也
。
性
有
二上
中
下
一。
其
所
轟以
爲
ジ
性

者
。
有
昌仁
義
禮
智
信
一。
情
有
二上
中
下
一。
其
所
昌以
爲
ジ
情
者
。
有
　喜
怒
哀
催
愛
悪
慾
一。
」

此
に
韓
子

が
三
者
を
兼
訟
る
ご
は
、
孟
子

の
性
善

ご
、
荷
子

の
性
悪
ビ
、
楊
雄
の
善
悪
混
濡

ご
の
三
を
指
す
o
韓
愈

の
此

の
性
情
三
品
説
は
元
孔
子
の
「
性
相
近
也
。
習
相
逡
也
。
唯
上
智
與
⇒下
愚
一不
レ移
。
」
、
ε
云
ふ
よ
り
、
孔
子

の
本

意
を
探

つ
て
此
三
品
説
を
説
け
り
ざ
錐
も
、
明

に
楊
子
が
先

に
孟
筍
を
調
和
せ
る
と
同
じ
筆
法
を
以
て
、
孟
筍
楊
の
三

者
を
調
和
せ
る
事
明

な
り
。
帥
ち
孟
子

の
性
善
は
上
品
を
云
ひ
.
筍
子

の
性
悪
は
下
品
を
云
ひ
、
楊
子
は
そ
の
中
間

の
中
品
を
指
す
も
の
ε
せ
り
。
上
品
の
性
は
仁
義
薩
智
信
を
十
分

に
有

し
、
叉
七
情

も
適
當
に
具
す
。
中
品
の
性
は

仁

の
発
量
稽

々
少
し
ご
錐
も
五
者
あ
り
。
又
七
情
は
分
量
異

に
し
て
或

は

=

一を
敏
ぐ
。
下
品

の
性
は
仁
義
等
な
く
、

性
善
論
の
研
究
(
三
)

五
一
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甲

五
二

又
情

も
足
ら
ざ
る
者
を
補
ひ
、
鯨
れ
る
を
除
か
ん
こ
す

る
事
な
く
全
く
登
作
的

に
て
何
等
の
糊
御
な
し
ご
Q
此

に
駈

謂
性
は
宋
儒

の
性

ε
は
勿
論
異
な
る
虚

に
し
て
、
孔
孟

の
性
と
同
義
の
も
の
な

る
が
、
只
此
を
三
品
に
分
類

せ
し
は
、

果
し
て
學
術
的
な
り
や
否
や
問
題
な
り
。
故
に
朱
子
の
如
き
も
此
れ
を
難
じ
て
曰
く
、

「
如

】三
品
之
説
一。
便
分
將
來
。
何
止
一一三
品
一。
雛
手

百
一可
也
◎
若
二筍
楊
動

是
論
γ氣
而
不
論

レ性
。
故
不
レ明
。
既

不
レ論
レ性
便
却
將
一此
理
一來
昏
了
。
」
(朱
子
語
類
)

「
如
菖韓
退
之
原
性
中
説
一一三
品
一。
説
得
是
也
。
但
不
脅

分
明
説
一是

氣
質
之
性
一耳
。
性
那
裡
有
一一三
品
一來
。
孟
子
説
雛

性
善
轍。
但
説
得

本
原
塵

。
下
面
却
不
a曾
説
=得
氣
質
之
性
一。
所
以
亦
費
=分
疏
も

諸
子
誰

性

悪
與
善
悪
混
一。
」

却
李
鋤
は
韓
愈

の
門
入

な
る
が
、
其
の
性
論
は
周
密
深
到
な

る
黙
に
於
て
遇

に
藍
よ
り
出

ξ

藍
よ
皇

円
き
も
の
あ

(り
。
其

の
主
張
の
梗
要
は
其
著
「
復
性
書

」
に
審

な
り
。
宋

の
學
者
は
此
書
を
以

て
中
庸
疏

ご
誹
誘
す

る
も
、
其
性
論

は
前
人

の
未
だ
言
は
ざ

る
虚

の
創
見
を
有

し
、
宋
儒

の
先
騙
ご
も
見
る
可
き
思
想
あ
り
。
曰
く
、
聖
凡
の
差
は
性
ε

情
ご
の
關
係
よ
り
生
す
。
爾
者
性
相
同
じ
ざ
錐

も
凡
人
は
情

に
蔽
は
れ
て
以
て
賢
明
を
得
す
。
情

一
度
起

る
時
は
性
帥

ち
隠

る
。
故

に
吾
人
は
倫

理
上
に
於
て
情
を
排

し
て
性

に
復
ら
ざ
る
可
ら
す
。
中
庸

に
鑑
性

ε
云
ふ
此
意
鉱
り
。
此

に
到
る
の
遣
他
な
し
。
「
不
レ慮
不
レ思
」
静
を
守

し
て
物
に
執
着
す

る
虚
な
く
、
道
は
経
典

の
文
字
の
表
に
非
す
し
て
、

其
裡

に
あ
れ
ば
、
努
め
て
聖
賢
之
遣
を
槻
破
す

べ
し
、
以
て
復
性
を
得

べ
し
ご
。
復
性
は
老
荘
の
復
初

の
説

に
相
似

た
り
。
此
想
想

の
宋
に
影
響

せ
し
も
の
が
帥
ち
周
子
、
張
載
、
程
朱

の
學
説
か
ひ
り
o
蓋
し
、
彼
は
當
時

の
灘
師
藥
山

ノ



大
徳

に
墾
繹
し
て
悟
這

の
妙
を
得
た
る
位
の
人
な
れ
ば
、
自
ら
其

の
思
想
の
主
張
中

に
表
は
れ
し
事
明

な
り
○

　り七
周
蔑
叔
の
性
論
は
、
彼
の
著
「
通
書
」
に
表
は
れ
た
り
。
郎
ち
同
書
第
七

に
性
を
五
等
に
発
ち
論
じ
て
曰
く
、

(

「
性
者
剛
柔
善
悪
中
而
巳
尖
。
剛
善
爲
γ義
。
爲
レ直
Q
爲
レ
断
。
震
餓

毅
一。
爲
二幹
固
一。
悪
爲
レ猛
。
爲
ノ
隙
○
爲
　彊

梁
一。
柔
善
爲
ヅ慈
。
爲
"順
。
爲
レ巽
。
悪
爲
　儒
弱
一。
爲
一一無
断
一。
爲
一一邪
接
哺。
」

帥
ち
彼
は
人
性
を
分
ち
て
剛
善
、
剛
悪
、
柔
善
、
柔
悪
、
及
び
中

の
五
等
に
分
ち
た
る
が
、
彼

の
云

ふ
庭

の
性
は
、

聖
凡
興
蓮
、
等
し
く
善
な
る
者
な
り
ご
す
。
彼

の
學
説
に
依
れ
ば
宇
宙
萬
物
は
太
極
よ
り
生
せ
し
者
に
て
、
太
極

よ

り
陰
陽
、
五
行
、
萬
物
、
人
類
等
登
生
す

る
も
、
人
類
萬
物
中
に
は
各

々
太
極
を
具
す
。
此
太
極
は
純
粋
慮
然
な
る

も
の
に
て
吾
人
の
個
騰
に
潜
在
す
。
聖
凡
等
し
く
此
の
太
極
至
善
を
有
す

る
が
、
吾
人
は
肉
燈

の
爲

め
本
心
を
碍
げ

ら
れ
て
、
或
は
凡
愚
ご
化
す

る
の
み
Q
太
極
ε
は
誠
な
り
o
聖
入
は
誠
徳
を
具
有
す
、
誠
ε
は
曰
く
無
爲

な
り
。
意

志
あ
れ
ば
物
に
捉
は

る
。
念
な
く
思

な
く
寂
然
不
動

の
時
、
此
れ
太
極
の
本
性
に
し
て
純
粋
至
善
の
み
。
人
は
無
爲

に
居
て
、
霊
量
心念

の
蕊
さ
ん
ご
す

る
幾

を
知

り
、
善
念
を
培
養
し
悪
念
を
去
ら
ば
、
以
て
萬
物

に
戚
じ
通
す

る
微
妙

不
可
思
議
の
神

の
徳
を
得
。
聖
人
は
只
此

の
誠
、
幾
、
神
の
三
に
依
て
劉
る
の
み
。
凡
人
も
常
に
欲
を
排
斥
し
此
三

者
を
存
養
し
て
李
鋤
の
所
謂
復
性
の
如
く

せ
ぱ
、
以
て
聖
人
た

る
可
き
な
り
。

此
れ
明
に
性
善
論
に
し
て
又
復
性

の
考

に
彷
彿
た
り
。
孔
孟
は
性
申
情
を
離
さ
栖
る
に
李
翔
巳
に
此

れ
を
勢
離
し

で
樹
置
し
、
孔
孟
は
唯
制
性
度
性
ざ
寡
欲

ご
を
激

ふ
る
に
周
子
已
に
無
欲

を
説
く
。
儒
學
思
想

の
鍵
遷
、
以

て
漸
く

性
善
論
の
研
究
ハ三
)

五
三



性
善
論
の
研
究
(三
)

五
四

程
朱
に
近

づ
け

る
を
知

る
べ
き
な
り
。

　入
張
載
の
性
論
は
二
程
子

ご
大
差
な
き
が
、
其
薯
「
西
銘
し
に
曰
く
、

(

「
天
地
之
塞
吾
其
禮
。
天
地
之
帥
吾
其
性
。
」

彼

の
考
に
依
る
ご
、
人
は
氣
を
天

に
受
け
、
形
を
地
に
受
け
た
る
天
地

の
子
な
り
。
故

に
萬
物
皆
我
に
し
て
萬
象
悉

く
我
性
な
う
。
天
下
は

一
家

に
し
て
萬
人
は
同
胞
な
b
。
人
或
は
他
人

ご
自
己
を
分
ち
、
物
ご
人
ご
を
分

つ
。
此

れ

未
だ
達
せ
ざ
る
者
に
し
て
、
聖

凡
本
性
相
同
じ
、
只
要
ε
す

る
所
は
氣
質

の
愛
化

に
在
り
。
聖
凡
は
氣

の
厚
薄

に
依

て
起

る
の
み
。
故
に
吾
人

は
學
問
思
辮

に
依
て
、
自
己

の
弱
鮎

を
脱

し
て
大
勇
猛
心
を
以
て
氣
質

に
打
勝

つ
事
を
爲

さ
い
れ
ば
天
地
至
善
の
氣
存
す
可
ら
す
。
故

に
曰
く
、

「
形
而
後
有

氣

質
之
性
一。
善
反
之
則
天
地
之
ゾ性
存
焉
。
故
氣
質
之
性
。
君
子
有
二弗
ゲ性
者
輌焉
。
」
(正
蒙
、
誠
明
篇
)

張
載
は
始

め
て
、
氣
質
之
性
、
天
地
之
性
、
の
二
を
論
じ
、
天
地
の
性
を
以
て
至
善

ご
し
、
氣
質

の
鍵
化

に
依
て
聖

賢

の
域

に
到
る
可
き
事
を
説
け

る
が
、
此
敷
は
後
學

に
没
す
可
ら
ざ
る
も
の
あ
う
こ
て
朱
子
は
薦
し
て
曰
く
、

「
亜
夫
問
。
氣
質
之
説
。
起
脚一於
何
人
一。
日
。
此
説
起
一一於
張
程
一。
某
以
爲
。
極
有
レ功
一一於
聖
門
一。
有
レ補
一於
後
學
哺。

讃
乏

使
ラ
人
深
有
ツ威
二
於
張
程
輔。
前
レ此
未
二曾
有
人
説
到
一レ此
。
」
(朱
子
語
類
)

叉
氣
質
之
愛
化
も
專
.心
努
力
せ
ば
塗

に
成
ら
ざ

る
な
き
旨
を
張
載
に
代

つ
て
説
て
日
く
、

「
或
問
。
若
氣
質

不
善
。

可
一一以
攣

否
。

日
。

須
一是
攣
化
而
反
一乏

。

如
人

一
已
十
。
人
十
已
千
。
期
錐
γ
愚
必



明
Q
錐
ゾ柔
必
強
。
L

　九
程
明
道

は
巌
格
な
る
意
昧

に
於
け

る
宋
學

の
元
櫨
に
し

て
、
人
格
自
ら
伊
川

ご
異
な
る
慮
あ
り
Q
徳
性
寛
宏

に
し

(て
規
模
廣
潤
、
接
す

る
人
を
し
て
光
風
暴
月
の
思
あ
ら
し
む
。
亦
蓋
し
周
子

の
影
響

ご
灘
學

の
威
化

こ
の
以
て
然
ら

し
む
る
者
あ
る
乎
。
彼
は
曰
く
、
萬
物
皆
我
に
備
は
り
。
我
心
印
天
地
の
心
、
我
理
帥
天
地
の
理
な
り
。
學
問
修
養

.

は
外
物

の
研
究
観
察

に
非
す
し
て
、
吾
心
の
自
轄
紳
悟

に
在
り
。
入
性
本
至
善
に
し
て
悪
あ

る
事
な
し
、
善
悪

の
別

を
生
す

る
は
氣
質
之
性
の
み
。
天
に
在
っ
て
理
ご
云
ひ
、
理

の
人
に
在
る
は
性
な
わ
。
聖
凡
も
ε
よ
り
性

に
於
て
選

ぶ
な
し
。
彼
帥
ち
曰
く
o

「
人
生
氣
稟
。
理
有
壼
目悪
一。
然
不
是

性
中
元
有
一】此
爾
物
相
饗
而
生
一也
、
有
=
薗
レ幼
而
善
一。
有
=自
レ幼
而
悪
輔。
是

氣
稟
自
然
也
Q
善
固
性
也
。
然
悪
亦
不
レ可
ゾ不
レ謂
呂之
性
一也
。
」

彼
は
叉
、
性
を
以

て
本
來
不
可
説

の
絶
封
の
も
の
こ
な
し
、
此
を
善

ε
云
ひ
悪
ご
云
ふ
は
既

に
第
二
次
的
の
氣
質

の

"名
目
に
過
ぎ
す
ご
し

て
曰
く
、

「
蓋
生
之
謂
レ性
。
人
生
而
静
。
以
上
不
レ容
レ説
。
才
説
レ性
時
。
便
已
不
二是
性
醐也
。
凡
人
説
ド
性
只
是
説
雛
縫
レ
之
者

善
也

。
孟
子
言
入

性
善
一是
也
。
夫
所
謂
縫
レ之
者
善
也
者
。
猶
二水
流
而
就
ジ
下
也
。
」

帥
ち
彼
は
孟
子
の
性
善
を
以

て
天
理
の
吾
燈
裡

に
あ
る
至
善
純

一
の
者

に
縫

で
起

b
來

る
性
を
名
け
て
云

ふ
と
解
せ

り
。
是
れ
本
來
孟
子

の
考

ご
は
大
な
る
裡
庭
あ
る
を
見

る
べ
し
。
蓋
し
麗
的

の
考
察

を
儒
學

に
入
れ
た
る
結
果
た
ら

性
善
論
研
究
の
(三
)

五
五



牲
善
【論
の
研
究
(三
)

五
山ハ

す
ん
ば
非
す
。
又
彼
は
聖
凡
の
性
異
な
る
に
鯉
、
且

つ
入

の
工
夫

の
足
ら
ざ
る
事
を
出

の
水
に
比
し
て
、

そ
の
流
れ

る
の
問
、
清
濁
の
差
を
生
す
る
事
を
論
じ
、
聖
賢
の
修
養
を
説

い
て
曰
く
、

「
皆
水
也
、
有
　流
而
至
海

終
無
ツ
所

汗
Q
此
河
煩
λ

力
之
爲
一也
。
有

流

而
來
レ遠
固
巳
漸
濁
一。
有
=
出
而
甚
遠
方

有
一レ所
濁

Q
蜜
濁

之
多
者
一。
有

濁

之
小
者
一、、
清
濁
難

不
レ同
。
然
不
レ可
下以
一濁

者
一
不
占
爲
"
水
也
。
如
レ
此
則
人
不

レ亘

以
不
夢
加
ロ澄
治
之
功
一。
故
用
レカ
敏
勇
則
疾
清
。
用
ゾカ
緩
怠
則
涯
清
。
及
一}
其
清
一
也
、、
則
灘
只
是
元
初
水
也
。

亦
不
是

將
レ清
來
換
　却
濁
一。
不
下是
取
二出
濁
一來
遣
中在

一
隅
幽
也
。
水
之
清
則
性
善
之
謂
也
。
故
不
下是
善

與
ゲ悪
在
=性

中
一爲
中爾
物
相
樹
各
嘗
出
來
㌔
」

彼
の
内
観
的
學
風

は
後

に
陽
明
、
象
山

の

一
元
論
的
哲
學

を
胚
胎
せ
・9
。

　十
程
伊
川
は
入
格
明
澄

に
及
ば
す
。
氣
質
剛
方
、
丈
理
密
察
、

よ
く
入
を
し
て
蛸
壁
孤
峰
を
望
む
の
窺

あ
ら
し
む
。

(明
道

が
誠
敬
を
説
け

る
に
反
し
彼
は
居
敬
窮
理
と
い
ふ
Q
帥
ち
内
的
外
的
の
爾
観
察

の
必
要
を
説
く
な
り
◎
又
人
性

論

に
於
て
は
理
ε
氣

ご
を
説
き
、
理
は
道

に
し
て
形
而
上
の
も
の
、
氣
は
形
而
下
の
個
膿

に
依
て
成

る
。
故

に
性
、

命
、
道
、
天

ビ
云
ふ
。
等
し
く
純
粋
至
善
あ
り
。
孟
子

の
性
善

は
此
を
云
ふ
。
孔
子

の
性
相
近
也
は
氣

を
併

せ
て
説

く
も
の
な
り
o
即
ち
日
ぐ
、

「
天
地
儲

精
。
得
一一
五
行
之
秀

者
。
爲
び
入
。
其
本
也
眞
而
静
。
其
歩

登
也
五
性
具
焉
。
日
仁
義
薩
智
信
。
形
既

生
尖
。
外
物
鯛

翼

形
一而
動
二於
中
一尖
。
其
中
動
而
七
情
出
焉
。

日
喜
怒
哀
樂
愛
悪
欲
。
情
既
熾
而
盆
蕩
。
其
性
盤



幽矢
O
」
(
全
書
巻
六
十
二
、
一
下
)

蓋
し
性
ご
情
ご
を
饗
し
、
性
は
未
登
、
善

に
し
て
、
情
は
巳
襲
善
悪

あ
り
。
故

に
倫
理
の
上
に
は
情
を
禰
し
已
登
を

適
當

に
せ
ざ
る
可
ら
す
◎

ε
の
思
想
は
李
翔
、
周
子

の
復
牲
思
想
の
影
響

大
に
し
て
又
二
程
子
の
學
説

は
當
時
佛
敏

に
絶
待
性
を
説
く
佛
性

ご
和
合
性

ご
の
關
係

の
如
き
も
の
あ
り
。
又
佛
数

の
影
響
あ

る
は
明
な
る
が
此
事
は
朱
子

に

動
り
尤
庵
甚
だ
し
く
朱
子

は
後
人
よ
り
陽
儒
陰
佛

ご
繕

せ
ら
る

、
に
到
れ
り
。
伊
川
の
學
風
は
朱
子

に
及
び
、
以

て

清
朝
経
學
・の
醒
を
な
せ
り
。

　十
一
朱
子
は
周
子
、
二
程
子

の
影
響

の
許

に
自
己
の
倫
理
説
を
建
設
し
た
る
が
、
其
性
論

の
如
き
此
等

の
入

ご
大
同

く小
異

に
て
、
性
を
本
然
之
性
、
氣
質
之
性
に
分
ち
前
者
は
純
粋

に
善

ご
し
、
後
者

に
依
て
或
は
叢
量
心
の
差
あ
り
ご
す
。

彼
印
ち
曰
く
、

「
有

天

地
之
性
一。
有
二氣
質
之
性
一。
天
地
之
性
則
太
極
本
然
之
妙
。
萬
殊
之

一
本
也
。
氣
質
之
性
刷
二
氣
交
運
而

生
。

一
本
而
萬
殊
者
也
。
」

「
論
二天
地
之
性
一期
專
指
レ理
而
言
。
論
【氣
質
之
性
}。
則
以
　理
與
氣
一。
雑
而
言
之
。
」
(朱
子
語
類
大
全
性
説
)

叉
彼

が
大
學
明
徳
の
註
を
見

る
時
は
、
性
情

の
關
係
、
本
然
之
性
、
等

の
見
解
な
る
べ
し
。
曰
く
、

「
入
之
所
レ得
二乎
天
】。
而
虚
難
不
レ昧
。
以
二具
衆
理
一而
慮
一一萬
事
一者
也
。
但
震

一氣
稟
所
レ拘
人
欲
所
7
蔽
。
期
有
レ時
而

昏
。
然
其
本
騰
之

明
。
則
有
下ま

嘗

息
一者
上。
故
學
者
當
下因
真

所
一レ登
。
而
逮
明
レ之
Q
以
復
申其
初
上
一
也
。
」

性
善
論
の
研
究
(
三
)

五
七

/



占

性
善
論
の
研
究
(三
)

五
八

所
謂
虚
霊
不
昧
、
本
膿
之
明
等

は
全
ぐ
儒
敷
本
來
の
考
に
非
す
し

て
灘
的
の
威
見

る
べ
き
な
り
。
彼

は
明
徳
を
以
て

理
ご
し
、
何
人
も
等

し
く
存
す

る
威

に
し
て
、
氣

は
形
而
下
の
悪
、
欲

の
原
因
な
り
ε
す
。
故

に
情
を
排

し
、
欲

を

塵
え

ん
ご
の
嚴
粛
主
義

ε
な
れ
る
が
何
故

に
性
を
形
而
上

の
先
天
ご
し
、
肉
禮
を
後
天
ε
す

る
か
。
吾
人
は
生
れ
乍

ら
性
も
情
も
有
す
。
孟
子

の
性
善
の
義

ご
は
大

い
に
異
な
る
を
見
る

べ
し
。

以
上

の
宋
儒

は
主
ε
し
て
理
氣

二
元
論
者
な
る
が
、
別
に
「
孟
子
」
の
中
よ
り
出
登
し
て

=
兀
的
倫
理
説
を
取
り
、
極

め
て
色
彩
の
異
常
な
る
も
の
あ
り
◎

そ
は
、
王
陽
明
ご
陸
象
山

と
な
り
。

む

、
陸
象

山

は
孟
子

の
「
萬
物

皆
備
二於

我
一尖

。
反
レ身

而
誠
。

樂
莫

レ大
レ焉
。
」(「孟
子
」盤
-5
、
上
)
よ

り
出

登

し
て
、

朱

(子
の
外
的
學
窮

の
風
に
反
灘
し
、
格
物
窮
理
を
排
し
て
吾
本
心
を
内
観
す

る
事

に
依
て
聖
入
の
滋
は
明
な
う
ご
し
。

吾
本
心

を
明
め
て
此

に
從

つ
て
孝
悌
忠
信
を
行

へ
ば
自

ら
天
理

に
合
し
、
,何
等
外
的
の
小
禮
細
飾
を
學
ぷ
の
用
な
し

ご
の

一
心

一
元
論
を
稻

へ
た
り
。
朱
子
が
天
理
人
欲
を
分

て
る
に
反
し
て
、
彼
は
唯

一
な
り
ε
し
、
朱
子
が
守
静
を

性

こ
せ
る
に
封
し
て
、
静
動
同
じ
く
此
れ
性

こ
し
。
朱
子

が
人
心
、
滋
心
を
反

せ
る
に
樹
し
て
、
彼
は
唯

己
れ
の
本

心
を
離
れ
す
、

萬
物
我
に
在
り
、
先

づ
本
心
を
明
め
て
外
的
の
研
究
を
せ
よ
ビ
言

ひ
、
朱
子

の
博
覧
よ
り
総
合
し
て

我
心
に
牧

め
ん
ご
す

る
総
合
的

の
方
を
拒
絶
し
た
り
。

　十
二
王
陽
明
は
陸
九
淵
ε
同
じ
く

一
元
論
の
主
張
者
な
る
が
、
彼
は
孟
子

の
「
良
知
良
能
」
論
よ
り
出
登

し
て
知

行
合

(一
論
を
聡

し
、
人
性
本
善
、
吾
本
心
は
天
理
臼

の
徳
を
具
せ
り
ご
す
。
孟
子

は
曰
く
◎



「
人
之
所
二不
レ學
而
熊

者
其
良
能
也
。
所
一一不
レ慮
而
知
輔者
其
良
知
也
。
弦
提
之
董
無
ゾ不
γ知
レ愛
二其
親
一也
。
及
一一其
長

也
◎
無
レ不
レ
邸
敬
二其
兄
一也
。
親
レ親
仁
也
。
敬
レ長
義
也
。
無
レ他
。
達

乏

天
下
一也
(盤
心
、
上
)

吾
入

は
本
來
天
與
の
良
知
を
有
し
、
此

に
依
て
萬
事
を
知
り
得

.
又
本
來
天
賦

の
良
能
あ
り
、
此

に
依

て
萬
事

に
理

の
如

く
行
ふ
能
力
あ
り
。
只
人
は
物
欲

に
依
て
蔽
は
れ
、

そ
の
知

る
事
を
購
さ
る
。
知

る
は
則
ち
行
ふ
な
り
。
知

つ

て
行
ふ
能
は
ざ
る
は
未
だ
知
ら
ざ
る
な
り
ご
。
知
行
合

一
の

一
元
論
は
全
く
孟
子

の
性
善
、
良
知
、
良
能
論
の
登
達

な
る
も
、
此

れ
叉
孔
孟

の
本
旨

に
反
し
、
儒

激
は
專
ら
中
を
説
く
は
時
宜
に
癒
じ
て
攣
す

る
中
な
る
を
以
て
、
此

に

進
む

に
は
本
よ
り
文
行
忠
信
の
聖
人

の
敢
を
學
ぷ
事
最
も
大
切
な
り
。
故

に
孔
子
も
論
語
に
初

め
て
「
學
而
」
を
畳
く
。

蓋
し
敏
育
の
必
要
を
蓮

ぶ
る
の
意
な
り
。
王
陸

の
門
人

に
到
り
て
往

々
之
を
誤

る
も
の
あ
る
は
亦
已
む
を
得

ざ

る
慮

な
り
。
此
れ
王
陸
學
問
の
訣
黙
な
り
。
以
上
孟
子
以
後
宋
に
至
る
迄
性
論
愛
遜

の
概
要
を
略
述
し
た
る
が
、
宋
よ
り

明
清
に
至
り
復
古
學
稽
せ
ら
れ
て
古
學
復
興
し
孔
孟
の
眞
義
も
漸
く
其

の
歴
史
的
研
究

を
待

つ
て
明
こ
な
り
來
れ
る

が
、
要
之
、
孟
子
以
降
漢
唐

に
到
る
迄
は
主

と
し
て
孔
孟

ご
同

一
の
性
に
付
て
論
せ
し
が
、
宋
に
到

り
て
哲
學
思
想

の
酸
達
よ
り
性
の
解
繹
を
異

に
し
、
理
氣
一.一元
等

の
分
析
を
試
み
て
巧
に
上
代

の
學
を
解
説
し
、
以

て
孔
孟
の
眞
義

此
れ
な
り
ご
な
せ
る
が
、
元
よ
り
之
は
佛
教
等
の
外
的
影
響

に
依
る
事
大

に
し
て
、
漢
唐
訓
話
學
以
前

の
儒
激

ご
は

其
の
本
旨
を
異

に
せ
る
も
の
な

る
が
、
以
降
以
て
今

日
に
到
る
迄
學
者

の
間
に
性
論
の
ロ
に
せ
ら
る
、
も
の
、
叉
孔

孟
以
後
の
各
説
に
就
て
論
詐
す
る
者
な
り
。
已
に
孟
子

の
性
善
論
を
述

べ
、
又
孟
子
以
前

ご
以
後

ε
の
性
説

に
就
て

性
善
論
の
硯
究
(三
)

五
九



妊
仙善
論
の
研
…究
(三
)

山ハ
0

略
述
し
π
れ
ば
、
次
に
孟
子

の
嘗
時
彼

の
最

も
反
樹
し
た

る
楊
墨

の
學

に
付

い
て

一
見
せ
ん
。

第
五
節

孟
子
と
他
の
學
説
と
の
關
係

孟
子
ご
時
代
を
同
じ
う
せ
る
學
者
中
、
孟
子

の
性
善
論
ご
最
も
相
反
せ
る
者
は
筍
子

の
性
悪
論
な
り
。
次

は
楊
朱
の

爲
我
説

ご
墨
程
の
兼
愛
説

ご
な
り
。
筍
子

の
説
は
孟
子

の
直
接
排
斥
は
見
え
ざ
れ
ご
其
の
彷
彿
た
る
も
の
は
あ
り
。

楊
墨
に
到

つ
て
は
「
孟
子
」
の
中

に
も
極
ロ
し
て
排
斥
し
た
わ
。
蓋
し
萄
子

は
「
孟
子
」
七
篇

の
成
り
し
よ
り
凡
そ
入
、

九
年

の
後
生
れ
た
る
を
以

て
性
悪
説

の
繭
芽
は
孟
子

の
常
時
已
に
あ
り
し
を
以

て
暗

に
此
を
攻
撃

せ
り
ご
雛
も
、
直

接
萄
子
を
攻
撃

せ
し
こ
と
な
き
所
以
な
り
。
反
之
筍
子

の
中
に
は
「
性
悪
篇
」
、
「,非
十
二
子
篇
」
等
各
慮
に
孟
子
を
排

斥
し
た
り
。
性
悪
説
の
繭
芽

ご
見

る
べ
き
者
は
、

「
孟
子
」

の
中

に
公
都
子

の
問

へ
る
虜

に
も
あ
り
。
又
孟
子
自
ら

も
言

へ
り
o
曰
く

「
仁
之
勝
木

仁
一也
。
猶
永

勝

レ火
。
今
之
爲
レ
仁
者
。
猶
下以
　
一
杯
水
一。
救
二

車
薪
之
火
勉

。
不
レ
燈
則
謂
一
之
水

不
ジ
勝
レ火
。
此
又
與
二於
不
仁
乏

甚
者
也
。
亦
終
必
亡
而
已
尖
。
」
(孟
子
、
巷
士

、
告
子
上
)

帥
ち
當
時

一
般
に
人
の
仁
を
爲
し
難
き
を
以
て
、
人
に
本
來
此
性
な
し
ご
の
詐
あ
り
し
を
排
け
π
る
孟
子

の
破
邪
元

る
事
明
な
り
。
然

る
に
筍
子
の
中
を
見

る
ご
そ
の
性
悪
の
主
張
は
極
め
て
俊
烈
を
鑑
し
、
「
牲
悪
篇
」
の
如

き
も
、
歎

度
「
孟
子
日
。
人
之
性
善
。
臼
。
是
不
レ然
。
」
を
反
覆
し
て
、
性
善
を
排
斥

し
勇
ら
富
己

の
主
張
を
辮
明
せ
り
。
然
し



其
大
要
は
、

=
爵
以
て
蔽

へ
ば
、
「
人
之
性
悪
、
其
善
者
儒

也
。
」
ビ
云
ふ
に
あ
り
。
然

る
に
後
世
或

は
誤

つ
て
此
の

備
を
以
て
眞
儒
の
僑

ご
し
性
善

ご
は
僑

つ
て
櫓
す

る
の
み
の
慧

に
解
す

る
あ
る
も
此
は
元
よ
り
明
な
る
誤
謬
に
し
て
、

儒

は
人
爲
を
意
昧

し
、
聖
人
の
作

れ
る
禮
を
謂

ふ
な
り
。
故

に
唐

の
楊
掠

も
註
し
て
曰
く
、

「
儒
爲
也
。
凡
非

天

性
唱而
人
作
二爲
之
一者
Q
皆
謂
一乏

備
一。
故
傭
字
人
菊
加
レ爲
。
」

筍
子
は
悪

の
謹
を
論
じ
て
臼
く
、
今
人

の
性
は
悪
な
る
を
以
て
、
生
れ
乍
ら
利
を
好
み
、
或
は
疾
悪
有
り
、
或
は
耳

目

の
欲
有

り
と
。
故
に
此
等
を
放
任
し
て
修
養
を
計
ら
ざ
れ
ば
、
孚
奪
、
残
賊
、
淫
謝

の
不
道
行
は
れ
天
下
翫

る
。

此
を
以
て
聖
人

は
禮
を
作
り
、
外
界
よ
b
此
を
拘
束

し
て
人
道
を
行
は
し
め
ん
こ
す
。
故

に
人
は
聖
人
に
近
づ
き
、

又
聖
人

の
作
り
た
り
禮

に
碕
ら
ざ

る
可
ら
す
。
此
れ
荷
子

の
隆
禮
を
幕
し
て
克
已
復
禮
を
説
く
所
以

な
り
。
又
論
じ

て
曰
く
、

「
凡
人
之

欲
レ爲
γ善

者
。
爲

一一性
悪

一也
。

夫
薄

願

厚
。

悪

願
レ美
。

狡

願
廣

。
貧

願
レ
富

。
賎

願
レ貴

。

萄
無
一乏

中
榊者
。

必

求
二於
外
も
」
「
孟

子

日
。
人
之

性

善
、

日
。
是

不
レ然
Q

凡
古

今

天
下
之

所
レ謂
善

者
。

正

理

雫
治

也
。

所
レ謂

悪

者
。

偏
瞼

惇
鼠

也
。

(中
略
)
今
誠
以
二人

之
性
。

固

正

理
李
治
】邪
。
(
中
略
)錐
レ有

聖

王
禮
義

唱。
將

易

加
昌於

正
理
李
治

一也
。
」

「,性
善

期
去
5聖

王
一。

息
二禮
義

一突

。
性

悪
。

則
興
昌聖

王
一。
貴
コ禮
義

一。
(申
略
)
今
入
之

性
悪
。

必
將

τ待

二聖
王
之

治
。

禮
義

之
化

一。

然
後

皆

出
二於

治

一。
合
ゆ於

善
晶也

。
」
(性
悪
篇
)

苛
子
性

悪

の
主
張

は
、
此

等

の
文

に
最

も
明
な

り
。
・蓋

し

一
は
彼

の
性

格

上
よ

う
孟

子

に
反

饗

せ

る
腱

も
あ
ら

む
乎
。

性
謎
黒
珊
の
研
究
(三
)

山ハ
触



性
善
論

の
紘
凹究
(
三
)

山ハ
ご

故

に
程
子

の
如
き
も
、
同
じ
経
學
の
後
縫
に
在
り
乍

ら
、
彼
を
詳
し
て
曰
く
、
「
韓
子
論
コ孟
子
一
甚
善
。
其
論
二
萄
揚

則
非
也
。
筍
子
極
偏
駁
且

一
句
性
悪
。
大
本
已
失
◎
揚
子
錐
γ少

過
。
然
亦
不
識

裡

Q
更
説
　甚
道
一。
」

又
、
「
四
庫
全
書
提
要
」
に
は
、

「
卿
之
學
源
出
一一孔
門
㌔

在
=諸
子
之
中
一最
爲
ゾ近
レ
正
Q
是
其
所

長
。
主
持
太
甚
。
詞
義
或

至
一
於
過
雷

Q
是
其
所

γ短
。
韓
愈
大
醇
小
疵
之
説
。
要
爲
昌定
論
一。
余
皆
好
悪
之
詞
也
。
」

孟
子
は
楊
墨
に
謝
し
て
極
力
反
醤
し
、
聖
道
、
仁
義
も
此
有
ら
ば
顯
は
る
可
ら
す

ε
せ
る
が
、
當
時
已
に

一
般
學
者

の
間

に
も
、
或
は
孟
子

に
走
り
、
或
は
薯
じ
て
楊
墨

に
到

る
者
等
あ
り
し
事
は
「
孟
子
」
の
中

に
明
な
る
が
、
此
等

は

直
接
に
孟
子

の
性
善
論
に
影
響

な
き
も
間
接

に
は
當
時
の
滋
徳
説
の
流
行

一
般
を
知

る
上
に
、
大

い
に
利
す
る
庭
あ

る
を
以
て
、
今
そ
の

】
句
を
摘
出
す
れ
ば
、
・即
ち
曰
く
、

「
聖
王
不
レ作
。
諸
侯
放
恣
。
虚
士
横
義
。
楊
朱
墨
裡
之
言
盈
一一天
下
一。
天
下
之
言
。
不
レ蹄
レ
楊
則
麟

墨
。

楊
氏
爲

『我
。
是
無
レ君
也
。
墨
子
粂
愛
。
是
無
レ父
也
。
無
レ父
無
レ霜
。
是
禽
獣
也
。
(
申
略
)楊
墨
之
溢
不
レ
息
。
孔
子
之
遣
不

レ著
。
是
邪
説
趣
民

。
嚢

塞

仁
養

也
。
仁
義
充
塞
。
則
塗
レ獣
食
レ人
。
人
將

粕

食
一。
吾
爲
レ此
擢
。
閑
二
先
聖
之
遣
一。

距
昌楊
墨
一。
放
昌淫
僻
一。
邪
説
者
。
不
レ得
財作
。
(中
略
)登
好
辮
哉
。
予
不
炉得
レ已
也
Q
」
(縢
丈
公
、
下
)

此
の
楊
墨

の
學
説
中
、
前
者

の
爲
我
説
は
老
荘

の
守
静
圭
義

に
似
た
る
腱
あ
り
、
又
後
者

の
兼
愛
は
儒
敏
の
仁
に
似

た

る
威
あ
り
ε
雄
も
、
各

々

一
方

に
偏
し
て
中
を
知

る
事
能
は
す
、
権
を
守

る
所
な
き
な
り
。
又
楊
墨
の
學
を
折
衷



し
て
、
子
莫
は
そ
の
中
を
執
れ
り
ε
錐
も
又
中

の

一
に
固
執
し
て
事
機

に
慮
す
る
事
を
知
ら
す
。
故

に
孟
子
は
何
れ

も
此
を
排
し
て
曰
く
、

「
楊
子
取
レ爲
レ我
。
抜
【二

毛
一而
利
昌天
下
一不
レ爲
也
。
墨
子
繋
愛
。
摩
頂
放
レ踵
。
利
出天
下
一爲
レ之
。
子
莫

執
レ中
。
執

レ中
爲
ゼ近
レ之
。
執
レ中
無
レ権
。
猶
レ執
レ
一
也
。
」

蓋
し
、
楊
墨
ε
孟
子
こ
の
學
説
主
義

の
差

は
、
そ
の
理
想
ご
せ
る
就
會
の
異
な
る
者

に
し
て
、
孟
子
は
周
初
の
文
明

を
理
想
ε
し
、
楊
墨
は
何
れ
も
太
古
禺

稜
の
時
代
を
理
想
ε
す
。
故

に
斯
く
見
解
の
甚

だ
し
き
別
を
生
せ
し
の
み
。

然

し
何
れ
も
當
代

に

叫
勢
力
を
有
せ
し
事
は
「
孟
子
」
の
丈

に
依
て
も
想
像
し
得

る
。
孟
子
曰
く
、

「
逃
レ墨
必
騰
二於
楊
一。
逃
レ楊
必
蹄
　於
儒
一。
蹄
斯
受
レ之
而
已
夷

り
今
之
與
二楊
墨
一辮
者
。
如
ノ
追
二
放
豚
輔。
既

入
呂
其

韮
も

又
從
而
招
レ之
。
」

此
を
以
て
見
て
も
、
當
時
性
論
そ
の
他

に
就
て
、
當
時

一
般
の
學
徒
が
往
復
交
通
し
て
其
學
説

に
耳
を
傾
け
し
歌
を

思

ふ
べ
し
。
そ
の
他
當
時
孟
季
子
、
告
子
、
公
都
子
の
輩
も
此
等

の
學
徒

に
非
ざ

る
乎
の

結

論

以
上

の
論
す
る
虚

に
依
て
、
孟

子
前
後

の
性
の
意
義
、
並

に
孟
子

の
性
善

の
意
義
を
明
か
に
し
、
更

に
此
を
中

心
ご

し

て
孟
子

の
前
後

に
及

び
、磨
時
代
的
に
性
説

の
憂
遷
を
概
論
せ
る
が
、
今
此

に
此
が
結
論

ご
し
て
性
説
の

一
般
を
蓮

性
善
論
の
研
究
(
三
)

山ハ
三



操
唖善
論
の
研
究
(
一二
)

亀
ハ
四

覧
し
て
、
其
性
質

に
依
て
分
で
ば
、
左

の
五
種

こ
な
ら
ん
が
如
し
o

　一
性
善
説
。
孟
子

の
專
ら
説
く
慮

に
し
て
、
孔
子
の
眞
意
を
顯
は
せ
り
ε
す

る
説
。

派二
性
悪
説
。
筍
子
の
専
ら
説
く
威

に
し
て
、
聖
人
の
禮

を
作

る
は
此
が
爲
め
な
b
ご
す
。

猟三
折
衷
説
。
楊
雄
、
韓
愈
等

の
善
悪
あ
り
、
又
は
善
悪
混
合
説
、
及
び
程
朱
の
本
然

の
性
、
氣
質

の
性

の
説
此
な
)
。

X四
可
能
性
説
。
告
子
の
「
性
如
昌濡
水
一」
の
説

、
郎
ち

「
性
無
レ善
無

ネ

善
一」

の
意
に
し
て
、
習

の
如
何
に
依
り
自
由

に

(
鍵

じ
得
る
可
能
状
態
な
り
と
す

る
説
Q

　五
絶
待
的
性
説
。
胡
交
定
公
の
「
性
不
レ可
一一以
レ善
言
一。
謹
説
レ善
時
。
便
與
レ悪
樹
Q
非
一一本
然
之
性
桑

。
」
こ
い
ふ
性
説
、

(

又
は
五
峯
の
「
凡
人
之
生
。
粋
然
天
地
之
心
。
滋
義
全
具
。
無
適
無
莫
。
不
レ亘

以
藍
口悪
一辮
亀。
不
レ可
下以
是

非
一分
占。
」

ε
い
ふ
性
説
、
又
は
程
明
道
の
「
人
生
而
静
以
上
不
レ容
レ説
o
才
説
レ性
時
。
便
已
不
二是
性
鴫也
o
」
ご
い
ふ
如
き
性
説
、

又
は
准
南
子

の
「
清
浮
括
楡
人
性
也
。
」

ご
い
ふ
性
説
.
及
び
李
鋤
、
周
子
等

の
性
説
も
見
方

に
依

っ
て
は
此
に
容

る
。
以
上
の
如

き
本
來
の
眞
性
は
不
可
説

の
絶
待
性
を
存
す

る
者
あ
り
ご
の
説
。
最
も
佛
激
に
近

き
者
な
り
。
、

以
上

の
五
種
は
支
那
の
思
想
史
上
に
見
え

し
性
説
の
主
な
る
も

の
～
分
類

な
る
が
、
此

に
注
意
す

べ
き
は
、
孟
子

と

筍
子
ご
の
説
な
り
。
「
四
庫
全
書
提
要
」
に
も
詐
す

る
が
如
く
、
荷
子
は
孔
門
系
統
中
傳
経
涙
に
薦
す

る
、
最

も
有
力

な

る
學
者

に
し
て
眞

に
孔
子

の
學
・に
近

き
を
得
π

る
者
な
り
ご
す
れ
ご
、
彼
は
孟
子

の
性
善
論
に
反
謝
し
て
、
筍
も

聖
人
を
推
尊
し
此
を
奪
崇

せ
し
め
ん
事

を
計
り
し
よ
う
、
禮
樂
を
以
て
黎
人

の
治
民

の
方

便
と
し
て
の
作
爲
ε
し
、



人
性
本
悪

な
る
を
以
て
此

に
徒

に
放
置
せ
す
、
必
ら
す
禮

に
依
て
修
養
學
問

し
、
以
て
聖
人
の
旨

に
協

ひ
、
善

に
遷

る
可
く
努
む

べ
し

ご
な
す
。
此
れ
彼

の
眞
意
な
り
。
若
し
人
性
善
を
謂
は

や
、
動

も
す
れ
ば
修
養
を
等
閑

に
附
し

て
、

物
欲
の
隅
溺
を
警
戒
す

る
事

に
努

め
ざ
る
の
怖
れ
あ
り
。
故

に
彼
は
孔
子

の
「
習
相
遠
也
」
の
方
面
を
力
説
し
て
性
悪

論
を
説
く
。
孟
子
は
元
よ
り
孔
子
よ
う
去

る
百
鯨
年
の
後
、
諸
説
紛

々
た

る
道
徳
衰
微

の
世

に
出

で
た
れ
ぽ
、
孔
子

の
本
旨
を
説
く
事
を
以
て
自
ら
任
じ
「
性
相
近
也
」
を
縫
承
し
て
性
善
論
を
幕
ふ
。
人
性
本
善
な
る
を
以
て
物
欲
を
去

つ
て
本
善

の
性
を
養
ひ
、
此
を
天
下
の
人
に
籏
充
し
て
以

て
人
間
本
來
の
面
目
に
協
ふ

べ
し
ご
教
ふ
。
此
れ
他
の
禽

獣
ご
異
な

る
所
以

に
し
て
、
此
性
の
修
養

ご
登
輝
ご
に
依
て
、
萬
物
の
難
π
る
所
以
を
見
出
す
事
を
得
。
聖
人
も
凡

人

も
元
之
れ
同

じ
、
唯
努

む
る
ご
否
ご
に
依
て
天
地

の
差
を
生
す
。
此
れ
孟
子
の
主
張
せ
ん
ご
す

る
要
鮎
に
し
て
、

叉
時
勢

に
鑑
み
た

る
激
義

な
り
ご
云
ふ

べ
し
。
共

に
等

し
く
孔
門

よ
り
出
で

、
彼
は
性
善

ビ
云

つ
て
修
養
を
説

き
、

此
は
性
悪

ビ
云

つ
て
隆
薩
を
重

ん
す
。
叉
皆
時
勢
・
救
濟

・儒
教
宣
傳
の

一
方
便
の
み
。
要
は
孔
子

の
學
問
修
養
を
重

ん
じ
た

る
實
践
的
方
面
に
あ
b
。
抑

々
性
の
善
悪
を
論
す

る
が
如
き
は
、
時

の
澆
季
を
示
せ
る
な
り
。
等
し
く
此
れ

時
勢

に
癒
す
る
者
ご
せ
ぱ
、
孟
子

の
性
善
説
は
孔
子
の
意

に
近
く
、
筍
子

の
性
悪
説
は
比
較
的
孔
子
の
旨
を
遠
ざ
か

れ
り
ε
い
ふ
べ
し
。
然
も
爾
者
相
提
携
す

べ
く

一
℃
偏
す
れ
ば
孔
子

の
旨
を
得
す
。
此
れ
後
世
性
論
の
鍵
遷
登
達
し

た
る
所
以
な
・9
0
(
了
)

性
善
論
の
研
究
(三
)

六
五


